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３．事業の実施状況 

令和4年度石川県計画に規定した事業について、令和4年度終了時における事業の実施状

況を記載。 

 

事業区分１－１：地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は

設備の整備に関する事業 

 
事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.1（医療分）】 

病床の機能分化・連携を推進するための基盤整備 

【総事業費（R4）】 

0 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 希望する医療機関 

事業の期間 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

構想上必要とされる回復期病床約 2,700 床の整備を行うには、病床の転

換に向けた施設・整備が必要不可欠である。 

アウトカム指標：R2 年度基金を活用して整備を行う不足している機能の

病床数 0床（R2） → 15 床(R5) 

事業の内容（当初計画） 医療機関の機能分化・連携により、効率的かつ効果的な医療提供体制の

構築を図るため、以下の施設・設備の整備に対して支援を行う。 

・本県で大幅な増床が必要と考えられる回復期病床への転換に必要な施

設・設備の整備 など 

 ※ 地域医療構想の内容に応じ、回復期に限らず、本県で不足また

は、充実が必要とされる機能の整備や、過剰な病床機能からの転換

等に必要な施設・設備の整備に対して支援を行う予定。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

対象医療機関数：0 機関(R3)→4 機関(R5) 

アウトプット指標（達成

値） 

－ 

事業の有効性・効率性 － 

－ 

その他  
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事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.2（医療分）】 

脳卒中、小児医療等における関係機関の連携確保 

【総事業費（R4）】 

15,000 千円 

事業の対象となる医療介護総合

確保区域 
能登北部医療圏、能登中部医療圏、南加賀医療圏 

事業の実施主体 金沢大学附属病院 他 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニーズ 

 
能登北部、能登中部、南加賀の各医療圏において、急性期病床の適正化

や回復期病床への転換を促進するためには、脳卒中や小児医療におい

て、大学病院と地域の中核病院との診療ネットワークを構築・強化する

ことを通じ、医療機能の分化・連携を推進し、急性期病院における平均

在院日数の短縮化や、急性期病院と回復期病院の円滑な連携を図ること

が必要である。 

アウトカム指標：南加賀、能登中部、能登北部地域の回復期病床  

855 床(R2) → 931 床（R4） 

事業の内容（当初計画） 地域医療構想の実現に向けた関係機関の医療機能の分化・連携を推進す

るため、脳卒中、小児医療等の診療連携やコーディネート体制強化のた

めに必要な研修会や事例検討会の開催等経費に対する支援を行う。 

アウトプット指標（当初の目標

値） 
参加医療機関数 7機関（R3）→ ７機関（R4） 

アウトプット指標（達成値） 参加医療機関数 ７機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：南加賀、能登中部、能登北部地

域の回復期病床 896 床（R4） 

（１）事業の有効性 

南加賀、能登中部、能登北部の各地域の中核病院が、急性期を担う大

学病院からの下り搬送を受け入れる役割（回復期）を担うことで、医療

機能の分化が進み、病床転換に繋がった。 

（２）事業の効率性 

 南加賀、能登中部、能登北部地域に医師を派遣している金沢大学附属

病院が事務局となって取組を行っており、診療体制の構築に関して効率

的な執行ができたと考える。 

 

 

 

 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.3（医療分）】 
回復期病床への転換に必要な医師を確保・育成す

るための若手医師指導体制の強化 

【総事業費（R4）】 

0 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

能登北部医療圏 

事業の実施主体 能登地域総合診療強化研究会（事務局：恵寿総合病院） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

 

診療所の新規開設が少なく、また、医師不足が深刻な能登北部医療圏に

おいて、地域医療構想上必要とされる地域包括ケア病棟をはじめとした

回復期病床を確保していくためには、能登北部の４病院で勤務する医師

に、地域包括ケア病棟等が担う急性期医療を経過した患者及び在宅にお

いて療養を行っている患者等の受入れ並びに患者の在宅復帰支援に必要

となる総合的な幅広い診療に関する知識を身につけてもらうことが必要

不可欠である。 

能登北部地域の急性期病床 404 床(R2)→305 床（R4） 

回復期病床 103 床(R2)→123 床（R4） 

事業の内容（当初計画） 能登北部４病院において、地域包括ケア病棟をはじめとした回復期病床

への転換に必要な総合的な知識の習得を目的とした研修会を実施し、医

師不足が深刻な能登北部医療圏における回復期病床への転換を推進す

る。 
アウトプット指標（当初の

目標値） 

地域包括ケア病棟（回復期病床）に対応できる医師数  
30 人(R3) → 30 人（R4）(維持) 

アウトプット指標（達成

値） 
― 

事業の有効性・効率性 ― 

― 

その他  
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事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.4（医療分）】 
回復期病床における適切な看護の提供のための研

修の実施  

【総事業費（R4）】 

6,500 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

 

地域医療構想に記載している 2025 年に必要な医療提供体制を整備するた

めには、地域包括ケア病棟をはじめとした回復期病床への転換や急性期

病床の適正化など、医療機関における 2025 年を見据えた病床の再編・転

換に対する支援が必要である。 

このため、本県の地域医療構想では、急性期病床から回復期病床への転

換に必要な施設・設備整備支援を行うとともに、必要な人材の養成とし

て、回復期病床などの各医療機能に応じた適切な看護が行われるよう、

各種研修の実施等を支援することを明記しているところである。 

特に、本事業では回復期病床への転換に伴い、地域包括ケア病棟等で従

事する看護師の養成や、急性期病床の適正化に伴う配置換えなどに対応

した看護師の養成といったニーズに対応するものであり、回復期病床へ

の転換や急性期病床の適正化を図る上で必要不可欠なものである。 

アウトカム指標： 

県全体の回復期病床:2,137 床(R2)→2,760 床（R4） 

 県全体の急性期病床:5,070 床(R2)→4,613 床（R4） 

事業の内容（当初計画） 回復期病床への転換や急性期病床の適正化等を実施する医療機関を対象

に、地域包括ケア病棟等の回復期病床で従事する看護師の養成や急性期

病床からの配置換えなどに対応できる看護師の養成に必要な専門知識の

習得や実践力向上に向けた研修等を行う。 
アウトプット指標（当初の

目標） 

回復期病床に対応できる看護師養成数 178 人（R3）→240 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

回復期病床に対応できる看護師養成数 171 人 

→高齢化の進展に伴い、地域包括ケアに対応できる看護技術の習得ニー

ズが高まる中、誤嚥や皮膚トラブルを防ぐための研修※を実施：5回 
※摂食嚥下障害に対しては、基礎となる解部生理から在宅支援までの講義や誤嚥を防ぐポジ

ショニングの演習を行った 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

県全体の回復期病床：2,279 床（R4） 

県全体の急性期病床：5,119 床（R4） 

※定量的基準により検証した結果、急性期病床の中に回復期相当の病

床が 1,300 床程度含まれる 

（１）事業の有効性 

 回復期病床への転換の際に必要となる専門知識に加え、回復期病床の

あり方等を学ぶための研修会を開催したことにより、今後回復期病床へ

の転換を実施するにあたって必要な知識を持つ看護師の養成を推進し

た。その結果、病院の医療機能の見直しが進み、回復期病床への転換に

繋がった。 

（２）事業の効率性 

 それぞれの専門分野に強い病院に研修を行ってもらい、広く募集した
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が、病院勤務看護師の多忙等を背景に想定よりも受講者数が増えなかっ

た。後期高齢者の増加により、患者の誤嚥や皮膚トラブルが防ぐ技術は

必要となることから、今後も開催方法や広報を工夫しながら事業を継続

したい。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.5（医療分）】 
糖尿病の重症化予防に向けた連携体制の構築 

【総事業費（R4）】 

4,441 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

各医療圏（南加賀医療圏、石川中央医療圏、能登中部医療圏、能登北部

医療圏）、県全域 

事業の実施主体 県医師会、郡市医師会（糖尿病地域連携協議会） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

※ 

・糖尿病の重症化予防は、脳卒中や心筋梗塞などの急性期治療が必要な

合併症の発症を低減し、急性期病床の適正化に繋がる。 

・また、インスリン治療を行っている患者については、一部の介護施設

では受入れが困難な状況であり、糖尿病の重症化予防を実施すること

は、慢性期病床から退院困難な患者の減少、ひいては慢性期病床の適正

化に繋がる。 

・こうしたことから、地域医療構想に基づき、急性期病床及び慢性期病

床の適正化を進めるため、糖尿病の重症化予防に向けた連携体制の強化

を図ることが必要不可欠である。 

アウトカム指標：県全体の回復期病床:2,137 床(R2)→2,760 床（R4） 

            急性期病床:5,070 床(R2)→4,613 床（R4） 

             慢性期病床:3,811 床(R2)→3,506 床（R4） 

事業の内容（当初計画） 地域医療構想の達成に向けた急性期病床及び慢性期病床の適正化を進め

るため、糖尿病の重症化を防止するための、専門病院とかかりつけ医、

歯科・眼科をはじめとした医療機関等の連携を強化する研修会や事例検

討会の開催などの取組に対し支援を行う。 
アウトプット指標（当初の

目標値） 

安定期治療を担う医療機関数 127 機関（R3）→維持（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

安定期治療を担う医療機関数 126 機関 

研修会・事例検討会※開催回数 15 回 
 ※大学病院や地域中核病院とかかりつけ医等との病診連携に関する意見交換会 

コメディカル向け糖尿病重症化予防研修会、「糖尿病の薬」に関する講演会 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

県全体の回復期病床：2,279 床（R4） 

県全体の急性期病床：5,119 床（R4） 

県全体の慢性期病床 3,632 床（R4） 
※定量的基準により検証した結果、急性期病床の中に回復期相当の病床が 1,300 床程度含まれる。 
（１）事業の有効性 

 郡市医師会ごとに設置した協議会にて研修会等を実施することによ

り、実際に連携が必要となる医療機関間の連携体制を強化した。その結

果、病院の医療機能の分化が進み、回復期病床への転換に繋がった。 

（２）事業の効率性 

郡市医師会ごとに事業を実施することにより、県内全ての地域におけ

る連携体制について効率的に強化できたと考える。 

診療所の閉院により、安定期治療を担う医療機関数は減少したが、糖

尿病の重症化予防の担い手を増やすことは重要であることから、今後も

事業を継続したい。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 １-1．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関

する事業 

事業名 【No.6（医療分）】 
５疾病５事業等における各医療機能の強化及び連

携体制の構築 

【総事業費（R4）】 

14,695 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

能登北部医療圏、県内全域 

事業の実施主体 多職種連携グループ 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

※ 

構想上必要とされる病床の機能分化を行うには、５疾病５事業等におけ

る各医療機能の強化を行うとともに、各医療機能相互の連携体制を構築

することが必要不可欠である。 

アウトカム指標：能登北部地域の急性期病床 404 床(R2)→305 床（R4） 

県全域の回復期病床   2,137 床(R2)→2,760 床

（R4） 

事業の内容（当初計画） 能登北部医療圏における地域医療研修の実施や地域医療構想の実現に資

する取組を実施する研究会等のグループを支援し、各医療機関等の役割

分担、機能に対する理解を深めるとともに、連携を強化することによ

り、地域医療構想の達成に向けた病床の機能分化を推進する。 
アウトプット指標（当初の

目標値） 

支援した医療機関・グループの数  38 グループ／年 

アウトプット指標（達成

値） 
支援した医療機関・グループの数  39 グループ／年 
が ん：14 グループ 341 人  心血管疾患：4 グループ 47 人 
脳卒中：1 グループ 16 人   糖尿病：4 グループ 34 人 
精神疾患：2 グループ 34 人  災 害：2 グループ 16 人 
救 急：1 グループ 5 人    周産期：2 グループ 16 人 
在 宅：7 グループ 120 人   感染症：2 グループ 18 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

能登北部地域の急性期病床 404 床（R4） 

県全域の回復期病床 2,279 床（R4） 

※R3 に比べ能登北部地域の急性期病床は減少しなかったが、県全体の回

復期病床は 108 床増加しており、目標値に向け、順調に推移している。 

（１）事業の有効性 

 各医療機関等の５疾病５事業等に関する自主的な取組を支援すること

により、各医療機関の機能分化や疾病ごと等の連携体制を強化した。そ

の結果、病院の医療機能の分化が進み、回復期病床への転換に繋がっ

た。 

（２）事業の効率性 

各団体の事業内容を審査会で検討し、本県に必要とされる事業に絞っ

て実施することにより、効率的に執行できたと考える。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業区分２：居宅等における医療の提供に関する事業 

事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.7（医療分）】 
在宅歯科医療推進事業 

【総事業費（R4）】 

5,500 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県医師会 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

在宅療養者や障害者等の生活の質を確保するためには、「口から食べる」

ことが重要であり、そのために適切な口腔ケアや歯科医療の重要性の普

及啓発と体制整備が必要である。 

アウトカム指標：訪問歯科診療を担う診療所数 

38 か所（R3）→ 40 か所（R4） 

事業の内容 歯科のない病院において入院中から口腔ケアを実施することにより、口

腔ケアの重要性を普及する。また、在宅療養者や障害者等、歯科診療所

への通院が困難な患者に対して、医療介護の多職種が連携して訪問歯科

診療を実施する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・歯科のない病院における口腔ケアラウンド 2回(R3)→5 回（R4） 

・石川県口腔保健医療センターにおける多職種との連携を図るための

訪問歯科診療 164 件(R3)→180 件（R4） 
アウトプット指標（達成

値） 

・歯科のない病院における口腔ケアラウンド 7 回 

・石川県口腔保健医療センターにおける多職種との連携を図るための訪

問歯科診療 218 件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

訪問歯科診療を担う診療所数 40 か所（R5.11）  

（１）事業の有効性 

 本事業は、石川県口腔保健医療センターが多職種による訪問歯科診療

を実施し、他の歯科診療所における訪問歯科診療のモデルとなること

で、県内の多職種による訪問歯科診療を推進するものであり、アウトカ

ム指標にすぐに事業の効果が現れるものではない。今回、本事業の実施

により、目標値を上回る件数の訪問歯科診療が実施され、在宅療養者や

障害者等への適切な歯科医療の提供及び医療介護間の連携強化に資する

ものであったと考えており、事業内容を再検討しながら引き続き実施し

ていく。 

（２）事業の効率性 

石川県歯科医師会と協力して実施することにより、実効的で効率的な

執行ができたと考える。 
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事業区分３：介護施設等の整備に関する事業 
 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業 

事業名 【No.1】石川県介護施設等整備事業 【総事業費（R4）】 
360,237 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を図

る。 

アウトカム指標： 

65 歳以上人口あたり地域密着型サービス施設等の増加 

事業の内容 

（当初計画） 

①地域密着型サービス施設等の整備等に対する助成 ８件  

②介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対する支援 

 ・大規模修繕時のＩＣＴ導入支援 ５件 

③介護サービスの改善を図るための既存施設等の改修に対する

支援 

 ・既存の特別養護老人ホーム等のユニット化改修等支援事業 

１件 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、第８期介護保険事業支

援計画等において予定している地域密着型サービス施設等の基

盤整備を行う。 

アウトプット指標 

（達成値） 

①地域密着型サービス施設等の整備等に対する助成 ６件 

②大規模修繕時のＩＣＴ導入支援 ２件 

③既存の特別養護老人ホーム等のユニット化改修等支援事業 

１件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：65 歳以上人口あたり地

域密着型サービス施設等の増加 

（１）事業の有効性 

  整備計画の見直しにより一部整備に至らなかったが、引き

続き地域密着型サービス施設等の整備により、高齢者が住み

慣れた地域において、安心して生活できる体制の構築を図

る。 

（２）事業の効率性 

  行政と事業者に対し、県の事例を示す等の助言を行い、一

定の共通認識のもとで施設整備を行い、調達の効率化を図っ

た。 

その他 整備に至らなかった事業については、介護サービスの必要量

を検討し不足があれば改めて整備を検討する。 
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事業区分４：医療従事者の確保に関する事業 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.8（医療分）】 

地域病院医師確保サポート事業 

【総事業費（R4）】 

9,000 千円 

事業の対象となる医療介護
総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 金沢大学附属病院 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー
ズ 

地域の病院で医師の不足感が強い小児科、麻酔科、産婦人科の診療科

では、近年、女性医師の割合が高くなっており、妊娠・出産・育児な

どのため、地域の病院への派遣に消極的であったり、派遣されても当

直が困難など、制約が多いことから、地域の医師確保に向けた、地域

の病院への派遣医（特に女性医師）の勤務支援体制を構築する必要が

ある。 

アウトカム指標：医療施設に従事する女性医師の割合 

           19.4％（R3）→19.6％（R4） 

事業の内容（当初計画） 金沢大学附属病院による「地域病院サポートチーム」編成のため、医

師の地域偏在がある小児科、麻酔科、産婦人科に医師１名を配置し、 
①チーム内の勤務調整により、地域の派遣医の要望に応じ、宿日直勤

務などの代替要員を派遣 
②代替要員派遣により地域病院での勤務が可能となる女性医師等を派

遣し、地域病院の常勤医を増員 

アウトプット指標（当初の
目標値） 

代替要員の派遣回数：1,516 回(R3)→1,792 回(R4) 

アウトプット指標（達成
値） 

（１）事業の実施状況 

  金沢大学附属病院による、女性医師を派遣している診療科（麻酔

科、小児科、産婦人科）内での地域病院サポートチームの編成に対

し、助成を行った。 

（２）目標の達成状況 

・代替要員の派遣回数：1,516 回(R3)→1,714 回(R4) 
事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

医療施設に従事する女性医師の割合 19.4％（R3）→ 19.7％(R4) 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、地域の病院で女性医師が働きやすい環境を 

整備し、医師確保、医療提供体制の強化が図られた。 

（２）事業の効率性 

女性医師が多い診療科を補助対象としたため、地域の病院で女性医

師が働きやすい環境づくりについて効率的に支援できたと考える。 

（３）見解と改善の方向性 

派遣予定者が体調不良の場合に代替要員の派遣を行うことができず

目標値には届かなかったものの令和３年度に比べて大幅に派遣回数を

増加させることができた。次年度以降、派遣予定者が体調不良でも代

理の方が派遣できるよう調整する 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.9（医療分）】 
ナースセンター再就業支援事業 

【総事業費（R4）】 
25,014 千円 

事業の対象となる医療介護
総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県看護協会に委託） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー
ズ 

平成 27 年度から未就業者の届出制度が導入されるとともに、現行の
無料職業紹介事業に加え、離職後、求職者になる前の段階から支援が
できるようにナースセンター業務規定が改正された。 
また、ナースセンターが金沢にあることから、バンクの利用者は金沢
市・石川中央地区に偏っており、地域偏在の解消を図る必要がある。 

アウトカム指標： 
人口 10 万人あたりの看護職員数  
1,564 人（R2）→ 1,587 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 訪問看護の普及啓発に係る公開研修やフォーラム及び訪問看護職員の
経験等に応じた研修を実施し、訪問看護職員の人材確保及び質の向上
を図る。 
ハローワークに巡回し、就業相談を実施することで、再就業の促進を
図る。 

アウトプット指標（当初の
目標値） 

求職者登録数 527（R3） → 維持（R4） 

アウトプット指標（達成
値） 

（１）事業の実施状況 
 令和 4年度は以下のとおり事業を実施 

①就業促進状況及び需要施設調査 
②離職時届出制度を活用した再就業支援 
③ハローワーク巡回相談 
④看護の心普及事業 
⑤看護学生のための就職情報交換会 
⑥訪問看護推進事業 

（２）目標の達成状況 
  求職者登録数 527 人（R3）→ 449 人（R4） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 
事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 
ナースバンクによる看護職員の就業実績 
436 人（R3）→ 396 人（R4） 

本事業の実施により、需要者側、供給者側、関係団体、県行政が、
ナースバンクの実状や課題を共有し、協力体制を構築することが出
来、地域で支援する体制の整備が図られている。 
（２）事業の効率性 
ナースセンターを看護職の定着・確保の「総合拠点」として、転職
（就職）や復職等の事業を一括して実施したことにより、効率的な執
行ができたと考えている。 
（３）見解と改善の方向性 
 令和 3 年度はコロナワクチン接種、軽症者等の宿泊療養所への就業
が含まれるため数が多くなっていたが、R4 年度は大幅に減少した。今
後、能登半島地震の影響で離職した看護師の再就業に向けた支援が重
要になることから、看護協会と連携しながら必要な支援を継続したい 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.10（医療分）】 
医療勤務環境改善研修事業 

【総事業費（R4）】 
1,380 千円 

事業の対象となる医療介護総
合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニーズ 医師、看護師等の医療スタッフの離職防止や医療安全の確保等を図るた

め、研修等により各医療機関における勤務環境改善に向けた取組を支援

する必要がある。 

アウトカム指標：人口 10 万人あたりの医師数  

人口 10 万人あたりの医師数  

300.1 人（R2）→ 307.9 人（R4） 

事業の内容（当初計画） ・勤務環境改善に関する普及啓発等の実施 
・運営協議会の開催 
・病院や訪問看護ステーション等の施設へのアドバイザー派遣 
（看護職員向け） 

アウトプット指標（当初の目

標値） 

センターの支援により勤務環境改善計画を策定する医療機関数 
0 機関（R3）→2 機関（R4） 

アウトプット指標（達成値） センターの支援により勤務環境改善計画を策定する医療機関数 

0 機関（R3）→3機関（R4） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 

（１）事業の実施状況 

  令和 4年度は、以下の事業を実施 

   ①勤務環境改善支援協議会の開催  ２回（R3）→ ２回（R4） 

   ②勤務環境改善支援セミナーの開催 ２回 参加者 98名（R3）→ 

２回 参加者 128 名（R4） 

（２）目標の達成状況 

  センターの支援により勤務環境改善計画を策定する 

医療機関数 ０か所   

※計画策定に向け、職員向け研修等を実施 

（１）事業の有効性 

  本事業の実施により、各医療機関における勤務環境改善に向けた自

主的な取組みが推進されることで、医師の離職防止や採用力強化等に

より人口 10 万人あたりの医師数の増加が見込まれる。 

（２）事業の効率性 

  支援協議会と支援セミナーの両輪を柱に事業を進めることにより、

関係者の意見をセミナーの内容に反映させるなど質の向上を図り、効

率的に執行することができたと考えている。 

  またセミナー回数を増やすことで前年度より多くの関係者に啓発を

行うことができた。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.11（医療分）】 

薬剤師確保・育成対策事業 

【総事業費（R4）】 

500 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 
県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
近年の医薬分業の進展に伴い調剤薬局が増加し、慢性的に求人が満た

されない状況にあるため、安定的な薬剤師の確保が必要となっている

ほか、医療機関及び患者から信頼される薬剤師を育成する必要があ

る。 

アウトカム指標： 

薬学部への進学意欲の向上した生徒の割合 

アンケート回答者の 50％以上（R4） 

事業の内容（当初計画） ・中高生に対する薬剤師の果たす社会的役割や職業の魅力等に関する

セミナーの開催 
・県内大学の薬学部学生に対する県内定着支援 
・未就業薬剤師に対する実地研修による復職支援 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
・セミナー参加者数 66 人(R3)→250 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 
・セミナーの参加者数 119 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

アンケートで薬学部に進学したいと回答した割合：78％ 

（１）事業の有効性 

 薬剤師の果たす社会的役割や職業の魅力等に関するセミナー、個別

相談会により本県の将来の薬剤師の確保を図ることができたと考える。 

（２）事業の効率性 

薬剤師会、病院薬剤師会、県内大学薬学部、行政が連携した実行委員会

形式によりセミナー等を開催したことにより、効率的に実施できた。 

（３）見解と改善の方向性 

セミナー参加者数は、目標人数の 250 人を達成できなかったが、令和 4

年の参加者数は 119 人と令和 3 年より 1.8 倍多く参加した。また、薬学

部に進学したいと答えた割合が 58.3％から 78％に増加したことから、セ

ミナーによって若い世代の薬剤師の仕事への理解が深まり、薬剤師の新

規育成に繋がったと考える。未達成の原因は、新型コロナにより会場の

入場者数制限が緩和されなかったこと、かつ WEB 参加者が想定より伸び

なかったことが挙げられる。WEB とサテライト会場での開催を行うこと

で、来場できない方も参加可能となるため、日程が確定した早期から、

開催方法等の周知徹底により、参加者の上積みを図りたい。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.12（医療分）】 
看護師特定行為研修支援事業 

【総事業費（R4）】 

1,850 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県医師会に委託）、特定行為研修に係る受講経費を負担する

医療機関 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

高齢化の進展により医療ニーズが多様化する中で、良質かつ適切な医療

を効率的に提供する体制を確保するためには、病院内だけでなく、施設

や自宅で療養する患者に対して、医師の判断を待たず、看護師が適切か

つ速やかに治療できるよう看護の質を向上させることが課題となってお

り、今後の医療ニーズに対応できる質の高い看護師の確保を総合的に図

っていく必要がある。 

アウトカム指標：特定行為のできる県内看護師数の増加 

 97 人（R3） → 109 人（R4） 

事業の内容（当初計画） ・特定行為研修に職員を派遣する病院等に対し経費の一部を助成 
・医療機関に対し特定行為制度を普及啓発するための研修会の開催 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

普及啓発のための研修会の参加者数 131 人(R3) → 140 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

普及啓発のための研修会の参加者数 88 人（施設） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

特定行為のできる県内看護師数 125 人（R4）  

（１）事業の有効性 

 医療機関に対し、特定行為制度を普及啓発するための研修会を開催す

ることで特定行為の必要性の理解を促し、加えて、特定行為研修の受講

費を補助することで、特定行為のできる看護師数は増加している。 

（２）事業の効率性 

1 施設 1名に補助対象を絞って支援を行うことで、特定の施設にのみ支

援が偏ることなく看護師の質の向上及び医療体制の確保を効率的に実施

できると考える。 

（３）見解と改善の方向性 

これまで特定行為研修修了者の活動報告を主とした研修であったが、

やや似通った内容となり、参加者が減少したと考える。現場が求めてい

る意見を吸い上げ、研修内容の見直しを行う。また、研修開催について

周知を強化していく。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.13（医療分）】 
産科医プログラムセミナーの開催 

【総事業費（R4）】 

522 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県における産科医の人数は、出生者千人当たりでは全国平均を上回っ

ているが、高齢化による退職と近年の研修医の就業を考慮すると、今

後、減少が予想されることから、産科医を志望する若手医師の確保を図

る必要がある。 

アウトカム指標：出生者千人あたりの産婦人科医数  

14.0 人（H30）→ 14.0 人（R4）（現状維持） 

事業の内容（当初計画） 北陸３県の医学生等を対象に、産科医の魅力を伝えるとともに、新たな

専門医制度における本県の産科医研修プログラムの紹介を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

セミナー参加者数 10 人(R1) → 10 人(R4)  ※R2、R3：中止 

アウトプット指標（達成

値） 

セミナー参加者数 27 人（R4） 
 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 

産科の専攻医の数 2人（H28）→6人（R4） 

（１）事業の有効性 

 事業開始前と比較して、産科の専攻医の数が増加しており、また出生

者千人あたりの産婦人科医数が増加していることから、産科医の確保に

一定の効果があったと考えている。 

（２）事業の効率性 

本県に定着しやすい、本県の医学生を対象として実施することによ

り、効率的な事業の執行ができたと考えている。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.14（医療分）】 
緊急医師確保修学資金貸与事業 

【総事業費（R4）】 

97,308 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 
能登北部 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
令和 2 年の能登北部医療圏における医師数は 104 人であり、人口 10

万人あたりでみると、170.2 人と全国平均の 259.4 人に比べて低い水

準となっている。また、本県の他の地域と比較しても、人口 10 万人

あたりの医師数は最も少なくなっている。能登北部の４つの公立病院

では、平成 16 年から始まった臨床研修制度により医師数が減少した

が、寄附講座等の取り組みにより、現在は臨床研修制度導入前の水準

までほぼ回復している。一方で、４つの公立病院には、65 歳以上の退

職医師も勤務している状況であり、医師確保に重点的に取り組んでい

く必要がある。 

アウトカム指標：能登北部の人口 10 万人あたりの医師数 

        170.5 人（H30）→ 176.7 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 医師が不足している能登北部等の医師を確保するため、金沢大学医学類

の入学者で、石川県の地域医療を担う医師を志す医学生に修学資金を貸

与する。 
アウトプット指標（当初の目標値） 新規貸与人数 10 人(R3) → 10 人(R4) 
アウトプット指標（達成

値） 
新規貸与人数 １０人／年 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 

能登北部の公立４病院から要望のあった医師派遣に対する 

対応率 100％（15人/15 人） 

（１）事業の有効性 

能登北部を中心とした診療を義務とすることにより、医師不足が深刻

な地域における常勤医師の確保に一定の効果があった。 

（２）事業の効率性 

医師を能登北部へ派遣している金沢大学医学類の入学者に対して修学

資金を貸与することにより、効率的な執行を図っている。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.15（医療分）】 
看護師等修学資金貸与事業 

【総事業費（R4）】 

40,800 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

能登北部医療圏 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

能登北部医療圏については、７５歳以上の後期高齢者人口割合が

49.6%と県内では最も高齢率が高くなっており、今後、高齢化の進展

により、医療ニーズがさらに高まっていくことが予想される。こうし

た中、能登北部医療圏の看護職員数は、令和２年は 763 人であり、人

口 10 万人あたりでは 1,248 人と全国平均の 1,241 人を下回る低い水

準にとどまっている。また、看護職員の高齢化も進んでいることか

ら、新人看護職員の確保・偏在解消を総合的に図っていく必要があ

る。 

能登北部の人口 10 万人あたりの看護職員数  

1,248 人（R2）→ 1,295 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 看護職員が不足している能登北部等の看護職員を確保するため、能登

北部等の病院への就業を希望する看護学生に対し、修学資金を貸与す

る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

貸与人数 20 人/年(R3) → 20 人/年(R4) 

アウトプット指標（達成

値） 

貸与人数 20 人／年 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替） 

ナースバンクによる看護職員の就業実績 

436 人（R3） → 396 人（R4） 

（１）事業の有効性 

能登北部を中心とした診療を義務とすることにより、看護師不足が深

刻な地域における常勤の看護師確保に一定の効果があった。 

（２）事業の効率性 

看護師が不足している地域を把握し、そこに就業することを条件に修学
資金を貸与することにより、効率的な執行を図っている。 
（３）見解と改善の方向性 
 令和 3 年度はコロナワクチン接種、軽症者等の宿泊療養所への就業

が含まれるため数が多くなっていたが、R4 年度は大幅に減少した。今

後、能登半島地震の影響で減少した看護師を確保するための支援が重

要になることから、地域の医療機関のニーズをくみ取りながら事業を

継続したい。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.16（医療分）】 
認定看護師育成事業 

【総事業費（R4）】 

14,896 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 
県内全域 

事業の実施主体 認定看護師の資格取得費を負担する病院 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
高齢化の進展により医療ニーズが多様化する中で、良質かつ適切な医療

を効率的に提供する体制を確保するためには、高齢者の看護において求

められる専門的な看護技術の習得といった看護の質の向上も課題となっ

ており、今後の医療ニーズに対応できる質の高い看護師の確保を総合的

に図っていく必要がある。 

アウトカム指標：高齢者の看護等に必要な８分野の認定看護師 

197 人（R3）→ 227 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 高齢者の看護に必要な７分野（皮膚排泄ケア、緩和ケア、訪問看護、摂

食・嚥下障害看護、認知症看護、脳卒中リハビリテーション看護、慢性

心不全看護）及び感染管理看護の認定看護師の資格取得に対する支援を

行う。 
アウトプット指標（当初の

目標値） 
資格取得者 19 人／年（R3） → 30 人／年（R4）   

アウトプット指標（達成

値） 
資格取得者 22 人／年 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

高齢者の看護等に必要な８分野の認定看護師 219 人 

（１）事業の有効性 

 経費負担等の事情から県外での長期間の研修受講が難しい医療機関等

が受講者を出しやすくなり、県内全域で認定看護師養成の体制が作られ

ている。その結果、高齢者の看護に必要な８分野の認定看護師数は増加

している。 

（２）事業の効率性 

高齢者の看護に必要な分野に絞って支援を行うことで、看護師の質の

向上及び医療体制の確保を効率的に実施できると考える。 

（３）見解と改善の方向性 

令和４年度は新型コロナウイルス感染症を背景に、研修先が県内の教

育機関に限られていたが、感染症法上の位置づけが、５類に移行したこ

とに伴い、県外長期研修受講を含む、資格取得者の増加が見込まれる。

事業の周知を図りながら、質の高い看護師の養成を目指していく。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.17（医療分）】 
看護師等再就業支援事業 

【総事業費（R4）】 

3,000 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の看護職員数については、令和２年は 17,710 人であり、人口 10 万

人あたりでは 1,564 人と全国平均の 1,241 人を上回っているが、能登北

部では人口 10 万人あたりの看護職員数が他の３つの区域に比べて低い水

準にとどまっており、地域偏在がみられる。高齢化の進展により医療ニ

ーズが高まっていく中で、看護職員の確保・定着を図るためには、未就

業の看護職員を掘り起こし、その再就業を支援していく必要がある。 

アウトカム指標：人口 10万人あたりの看護職員数  

1,564 人（R2）→ 1,587 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 未就業看護職員を掘り起こし、再就業を支援するため、再就業を希望す

る看護職員に対して、病院等での研修機会を提供する。 

 ・対象者：経験年数１年以上で離職中の看護職員 

 ・研修期間：１～１４日 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

研修受講者 7 人(R3) → 50 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

研修受講者 15 人 
※今後は指標達成に向け、普及強化等を検討 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 

ナースバンクによる看護職員の就業実績 

436 人（R3）→ 396 人（R4） 

（１）事業の有効性 

 再就業を希望する看護職員に病院等での研修機会を提供することによ

り、職場復帰への不安の解消と看護職員の確保・定着を同時に図った結

果、前年度よりも件数は減ったものの、一定の就業確保につながった。 

（２）事業の効率性 

未就業の看護職員の職場復帰を支援することで、県内の看護師不足の

解消を効率的に行えると考える。 

（３）見解と改善の方向性 

新型コロナ感染症拡大に伴い、病院等での研修受入が困難な施設が多

かったことから、今後、オンライン等の活用も検討したい。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.18（医療分）】 
災害医療機能強化事業 

【総事業費（R4）】 

2,690 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

東日本大震災をはじめとする大規模災害や近年の全国各地での土砂災害

等の局地災害の発生を踏まえ、県内の災害医療従事者の確保・対応力向

上を総合的に図っていく必要がある。 

また、熊本地震や北海道胆振東部地震等を受けて、避難所支援や情報収

集等の本部運営支援といった新たなニーズが生じており、これらに対す

るＤＭＡＴ等の対応力向上を図る必要がある。 

アウトカム指標：  

日本ＤＭＡＴインストラクター数 １人（H28） → ６人（R4） 

事業の内容（当初計画） ・局地災害等対応力向上に向けた石川ＤＭＡＴ研修・訓練の実施 

・災害発生早期から中長期に至るまでの災害医療関係者による研修・訓

練の実施 

・ＤＭＡＴ等の国の研修への派遣 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

研修・訓練の参加人数 88 人（R3）→100 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

研修・訓練の参加人数  101 人（R4） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

日本ＤＭＡＴインストラクター数 3 人（R4）  

（１）事業の有効性 

 近年全国各地で頻発している局地災害や中長期的な災害を想定した訓

練及びＤＭＡＴ等の国の研修への派遣を実施した結果、本県の災害医療

体制の強化に繋がった。 

（２）事業の効率性 

これまでに国の研修を受けたＤＭＡＴ等が中心となって訓練を実施す

ることにより、効率的に執行していると考える。 

（３）見解と改善の方向性 

本事業により、令和４年度は日本ＤＭＡＴインストラクターにはなれ

なかったものの２名が受験資格要件を満たすことができ、令和５年度に

は認定される見込み。引き続き県内ＤＭＡＴを国の研修に派遣し、更に

日本ＤＭＡＴインストラクター数を増やしていく。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.19（医療分）】 
地域医療支援センター運営事業 

【総事業費（R4）】 

24,932 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の令和２年の医師数は 3,486 人であり、人口 10 万人あたりでは

307.7 人と全国平均の 259.4 人を上回っているが、石川中央を除く３つの

区域で全国平均を下回っており、医師の地域偏在がみられる。こうした

医師が不足する地域における医師の確保・定着を図るためには、医師の

配置調整機能や若手医師・医学生へキャリア形成を支援する体制の構築

を図っていく必要がある。 

アウトカム指標：人口 10万人あたりの医師数  

300.1 人（H30）→ 312.1 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 県内の医師不足の状態等を把握・分析し、医師のキャリア形成支援と一

体的に医師不足病院の医師確保の支援等を行うため、次の事業を実施す

る。 

①医学部進学セミナー開催事業 

②石川の地域医療人材養成支援事業 

③臨床研修医確保対策推進事業 

④ふるさと石川の医療を守る人材ネットワーク推進事業 

⑤地域医療支援センター運営事業 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・医師派遣・あっせん数  38 人／年(R3) →49 人／年(R4) 

・地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラム参加医師数の割合 

10 割(R3) → 10 割(R4) 

アウトプット指標（達成

値） 

・医師派遣・あっせん数  38 人／年(R3) →48 人／年(R4) 
・キャリア形成プログラムの作成数 ５(R3) →５(R4) 
・地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラム参加医師数の割合  
10 割(R3) → 10 割(R4)  

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標（代替）： 

能登北部の公立４病院から要望のあった医師派遣に対する 

対応率 100％（15人/15 人） 

（１）事業の有効性 

 医学生向けのセミナーの開催や金沢大学特別枠学生に対する進路相談

等の実施、臨床研修セミナーへの参加、本県ゆかりの医療関係者間のネ

ットワーク形成等により、学生、臨床研修医、既に他県で従事している

医師など幅広く医師の確保やキャリア形成に向けた取組を実施した結

果、医師の確保に繋がっている。 

（２）事業の効率性 

医学生の指導に長けた金沢大学附属病院や、各臨床研修病院との連

携、既に形成している本県ゆかりの医療関係者とのネットワークを活用

することにより、効率的な事業の執行ができたと考える。 

（３）見解と改善の方向性 

育休取得者が 1 人いたため、目標派遣数を達成できなかったが、それ

以外の医師の派遣調整は行えており、勤務可能な医師の最大数を派遣す
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るという目標は達成できた。引き続き派遣元の大学と連携しながら事業

を行っていきたい。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.20（医療分）】 
女性医師就業継続支援事業 

【総事業費（R4）】 

2,500 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県医師会へ委託） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医師不足が問題となる中、近年増加している女性医師の出産や育児によ

る離職を防ぐことが課題の一つとなっており、女性医師の仕事と子育て

の両立を支援していく必要がある。 

 

アウトカム指標：医療施設に勤務する女性医師の割合  

19.6%（R2）→ 20.4%（R4） 

事業の内容（当初計画） 女性医師が、女性として、医師として、生き生きと働くことができる

よう、女性医師支援センターを設置し、女性医師の子育てと仕事の両立

を支援する。 

① 女性医師のための相談窓口の設置・情報提供 

② 女性医師支援セミナーの開催 

③ 女性医師復職研修への支援 

④ 女性医師支援センターの機能強化 

  

アウトプット指標（当初の

目標値） 

女性医師支援セミナー参加者数 268 人(R2) → 386 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

女性医師支援セミナー参加者数 261 名（R4） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

（代替）：女性医師からの相談を受けるメンター数 

22 人（R3）→維持（R4） 

本事業の実施により、女性医師からの相談を受けるメンターが 22 名で維

持しており、女性医師支援体制の強化・維持に繋がっている。 

（１）事業の有効性 

 女性医師支援のパンフレットの作成や、各大学で医学生に講義を行う

ことで女性医師が勤務を継続していくための普及啓発を行った。 

（２）事業の効率性 

 石川県医師会に委託することで効率的な執行ができたと考えられる。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.21（医療分）】 
産科医等確保支援事業 

【総事業費（R4）】 

12,310 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県における産科医の人数は、出生者千人当たりでは全国平均を上回っ

ているが、高齢化による退職と近年の研修医の就業を考慮すると、今

後、減少が予想されることから、産科医の確保・定着を図るためには、

その処遇改善等を総合的に図っていく必要がある。 

アウトカム指標： 

・手当支給施設の産科・産婦人科医師数 61 人（R3）→61人（R4） 

・分娩 1000 件当たりの分娩取扱医療機関勤務産婦人科医師数  

  9.1 人（H29）→ 9.1（R4）（現状維持） 

事業の内容（当初計画） 医師・助産師に対する分娩手当及び研修医に対する研修医手当を支給

する医療機関に対して、分娩件数及び研修医数に応じた助成を実施 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・手当支給者数    172 人(R2)→172 人(R4) 

・手当支給施設数   22 施設(R3)→22 施設(R4) 

アウトプット指標（達成

値） 

・手当支給者数    178 人(R4) 

・手当支給施設数   22 施設(R4) 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

・手当支給施設の産科・産婦人科医師数 65 人（R4） 

（代替）： 

・県内病院の分娩取扱産婦人科医師数 57 人(R3)→59 人(R4) 

（１）事業の有効性 

 産婦人科医の高齢化等による産婦人科医師数の減少が予測される中、

本事業により手当支給者数や施設の産婦人科医師数は増加しているた

め、産婦人科医師数等の維持に寄与していると考えている。 

（２）事業の効率性 

 交付申請希望のあった全医療機関に対し助成できた 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.22（医療分）】 
臨床実習指導者養成事業 

【総事業費（R4）】 

3,000 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 
県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県看護協会へ委託） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
高齢化の進展により医療ニーズが高まっていく中で、良質かつ適切な医

療を効率的に提供する体制を確保するためには、看護の質の向上も課題

となっており、今後、医療従事者の確保とケアの質の向上を総合的に図

っていく必要がある。 

アウトカム指標：看護師等養成所の卒業生の県内就業率 

76.8％（R3） → 77.7％（R4） 

事業の内容（当初計画） 看護師等養成所の実習施設に必要な実習指導者養成のため、講習会を開

催する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
養成者数 36 人／年（R3） → 70 人／年(R4) 

アウトプット指標（達成

値） 
養成者数 51 人／年 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

看護師等養成所の卒業生の県内就業率 

76.8％（R3)→73.7％（R4) 

（１）事業の有効性 

事業内容としては、中堅看護師が専門分野の看護知識だけではなく、

看護教育や実習指導の原理等を学び、演習を行った結果、臨床実習指導

者の質の向上につながったと考える。 

（２）事業の効率性 

大学の看護学科の新規開設、看護師養成所の定員増により、これまで

実習生を受入れていなかった病院が、新規に実習施設となることから受

講希望が強く、状況を鑑みて要望を取り入れることで、計画的に実習指

導者を養成することができ、効率的な執行ができたと考える。 

（３）見解と改善の方向性 

新型コロナ感染拡大に伴い、当初の日程を変更したことから、受講困

難となった参加者がいた。今回の結果を踏まえ研修方法を再検討した

い。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.23（医療分）】 
看護教員現任研修事業 

【総事業費（R4）】 

1,100 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県立看護大学へ委託） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の看護職員数については、令和 2 年は 17,710 人であり、人口 10 万

人あたりでは 1,564 人と全国平均の 1,241 人を上回っているが、能登北

部では人口 10 万人あたりの看護職員数が他の３つの区域に比べて低い水

準にとどまっており、地域偏在がみられる。高齢化の進展により医療ニ

ーズが高まっていく中で、看護職員の確保・定着を図るためには、県内

で就業する看護師を養成していく必要がある。 

アウトカム指標：看護師等養成所の卒業生の県内就業率 

76.8％（R3）→77.7％（R4） 

事業の内容（当初計画） 看護教員の資質を向上させるため、新任・中堅看護教員に対する研修を

実施し、看護教員の経験に応じた継続研修の充実を図る。 
・看護教員研修 
  対象：新任・中堅の専任教員 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

研修参加者数 199 人／年(R3) → 120 人／年(R4) 

アウトプット指標（達成

値） 

研修参加者数 117 人／年 

※事業見直しにより、多くの看護教員を対象とした研修会の開催に変更 
事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標：看護師等養成所の卒業生の県内

就業率 73.7％（R4） 

※本事業は、看護教員への研修を実施することにより、看護教育の質の

向上を図り、充実した教育体制を示し、本県で看護師を目指す学生の確

保につなげるものである。したがって、事業の効果がすぐに出るもので

はなく、引き続き事業を実施することが必要と考えており、今回の結果

を踏まえ、研修内容等について再検討したい。 

（１）事業の有効性 

 事前に看護教員に研修内容の希望調査を実施し、実際の教育現場での

切実な課題について、演習や共感ロールプレイなどの方法で研修を実施

したことにより、看護教員の質の向上につながったと考える。 

（２）事業の効率性 

 県内全体の看護教員が研修に参加することで看護教育の質の向上が図

られたため、効率的な執行ができたと考える。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.24（医療分）】 
院内助産システム普及事業 

【総事業費（R4）】 

1,200 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県における産科医の人数は、出生者千人当たりでは全国平均を上回っ

ているが、高齢化による退職と近年の研修医の就業を考慮すると、今

後、減少が予想される。産科医の確保・定着を図るためには、その負担

軽減も課題となっており、助産師のさらなる活用により、産科医の負担

軽減等を総合的に図っていく必要がある。 

アウトカム指標：アドバンス助産師数 90 人（R3）→ 95 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 低リスクの妊婦の健診や保健指導に対応できるよう助産師のスキルアッ

プのための研修会を開催 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

助産師のスキルアップ研修会の参加人数 341 人(R3)→350 人（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

助産師のスキルアップ研修会の参加人数 292 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標：アドバンス助産師数 95 人

（R4） 

アドバンス助産師の更新のための研修の機会が少ないことより研修は継

続していく必要がある。 

（１）事業の有効性 

 助産師のスキルアップ研修会を開催し、助産師の資質向上を図った。 

（２）事業の効率性 

 石川県看護協会に研修会の実施を委託することにより、効率的に事業

が実施できたと考えている。 

（３）見解と改善の方向性 

アドバンス助産師の申請要件となる研修テーマを選択していたため、

前年度と似通った内容になったことが、参加者が伸び悩んだ要因と考え

る。2022 年にアドバンス助産師の申請要件が改正されたことを踏まえ、

次年度は、 新たな内容の研修を提供し、助産技術の維持および向上につ

なげていく。また、研修開催について周知を強化していく。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 No.25 （医療分）】 

看護師等養成所運営事業 
【総事業費（R4）】 

62,809 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 看護師等養成所 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の看護職員数については、令和 2 年は 17,710 人であり、人口 10 万

人あたりでは 1,564 人と全国平均の 1,241 人を上回っているが、能登北

部では人口 10 万人あたりの看護職員数が他の３つの区域に比べて低い水

準にとどまっており、地域偏在がみられる。高齢化の進展により医療ニ

ーズが高まっていく中で、看護職員の確保・定着を図るためには、県内

で就業する看護師を養成していく必要がある。 

アウトカム指標： 

当該事業を実施する看護師等養成所における看護師等の県内就業率 

88.0％（R2） → 88.5％（R4） 

看護職員従事者数 

17,710 人（R2）→ 17,803 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 教員の配置や実習経費など養成所の運営支援により、教育内容を向上

し、看護職員の確保及び資質の向上を図る 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

支援した養成所数 ４か所（R3） → ４か所（R4） 

アウトプット指標（達成

値） 

支援した養成所数 4 か所(R3) → 4 か所(R4) 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標：当該事業を実施する看護師等養

成所における看護師等の県内就業率 87.7％（R4）  

※当該事業を実施していない養成所の県内就業率は 71.7％（R4）であ

り、事業を実施している養成所の方が高いことから、一定の効果がある

と考えられる。 

（１）事業の有効性 

教員の配置や実習経費など養成所の運営支援により、教育内容を向上

し、看護職員の確保及び資質の向上を図ることができたと考える。 

（２）事業の効率性 

全ての対象の看護師等養成所に対して支援することができた。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.26（医療分）】 
小児救急電話相談事業 

【総事業費（R4）】 

10,798 千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県内全域 

事業の実施主体 石川県（事業実施事業者、石川県医師会へ委託） 

事業の期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

近年の少子化や核家族化に伴い、保護者に子育ての経験が少ないこと

や、アドバイスをしてくれる祖父母等が身近にいないことなどから、子

どもの急病時に不安を感じ、軽症でも時間外に受診する保護者が多く、

小児科医の確保・定着を図るためには、その負担軽減が課題となってお

り、保護者の不安軽減と適切な救急医療の利用を促すことによる救急医

療体制の維持を総合的に図っていく必要がある。 

アウトカム指標：高度専門小児医療機関における時間外の患者数  

7,232 人（R1）→ 7,143 人（R4） 

事業の内容（当初計画） 夜間において、子どもの保護者が医療機関に出向く前に、医療機関での

受診の必要性や対処方法などを相談できる専用電話相談窓口を設置す

る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

夜間小児救急電話相談の相談件数  

(R3）8,000 件→ （R4）8,000 件（維持） 

アウトプット指標（達成

値） 

夜間小児救急電話相談の相談件数 8,529 件（R4） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標：高度専門小児医療機関における

時間外の患者数 5,424 人 

（１）事業の有効性 

 夜間に子どもの保護者が医療機関を受診すべきかどうか、判断に迷っ

た際に、保護者に安心感を与えるとともに、症状に応じた適切な医療の

提供に寄与している。 

（２）事業の効率性 

 委託業者の選定をプロポーザル形式とすることで、相談体制の質の確

保及び経費の抑制を諮り、効率的に事業を執行している。 

その他 ※令和 5年度基金を活用し、事業を継続 
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事業区分５：介護従事者の確保に関する事業 
 

 

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.1（介護分）】いしかわ介護・福祉人材

確保対策推進協議会運営事業 

【総事業費】 
205 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

行政・業界で構成する協議会を継続設置し、H26 年度に策定

した介護・福祉人材確保・養成に関する県基本計画に基づ

き、対策の進捗状況把握及び具体的施策の検討 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

協議会開催回数 １回 

アウトプット指標 

（達成値） 

協議会開催回数 １回 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

  当該協議会を通して、地域的な課題や対策についての検

討体制・協力体制を構築することができた。 

（２）事業の効率性 

  関係団体の意見を集約する協議会を設置・運営すること

により、本県における各種施策の検討等を効率的に行うこ

とができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.2（介護分）】いしかわ魅力ある福祉職

場推進事業 

【総事業費】 

4,083 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

人材育成や定着に取り組む事業所の認定、認定取得に向けた

支援、制度の普及に取り組み、業界全体としての職場環境の

改善取組を推進する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

認定法人数 ２０法人 

アウトプット指標 

（達成値） 

認定法人数 ７法人 

【未達成の原因等】 

認定基準を満たすまでによりきめ細かな支援を必要とする小

規模事業者へ、進捗状況を確認しつつ、これまでの支援メニ

ューを活用して、しっかりとフォローしていく。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

  個別相談会やセミナーの開催を通して、事業者を支援す

ることができた。 

（２）事業の効率性 

  人材育成や労務管理に知見を有するコンサルティング会

社に委託し、効率的に制度を推進することができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.3（介護分）】介護・福祉の仕事の魅力

発信事業 

【総事業費】 

3,019 円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容（当初計

画） 

介護の仕事に理解を深めてもらうため、以下の取組を実施 

①プレゼン能力の高い介護・福祉職員等を「介護・福祉の仕事の魅

力伝道師」として高校等に派遣 

②介護の仕事やその重要性を紹介するガイドブックを作成・配布 

（小学生向け・中学生向け・高校生向けの 3種類） 

③高校の教員の介護・福祉の仕事に関する理解促進のため、職場見

学及び施設職員等との意見交換会を実施 

④小学生の親子等を対象に介護施設等に関する学習会を実施 

⑤WEB サイトを活用した情報発信 

⑥高校生を対象とした職場見学会の実施 

⑦保護者の介護･福祉の仕事への理解促進のためのﾘｰﾌﾚｯﾄ作成 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

① 高校等への派遣数 30 校、④学習会参加親子 30 組 

アウトプット指標（達

成値） 

① 高校等への派遣数 13 校、④学習会参加親子 9 組 

【未達成の原因等】 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、高校からの派遣

依頼が減少したほか、学習会の参加応募も減少したもの。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加  

（１）事業の有効性 

  将来の職業の選択肢として介護・福祉の仕事が選ばれる

よう、仕事のやりがいや魅力などを伝えることにより、こ

れから進路を決定する高校生等への介護の仕事の理解促進

が図られた。 

（２）事業の効率性 

  伝道師の派遣は、学校へ出向くことにより、多くの生徒

を対象とすることができ、効率的な執行ができたと考え

る。（伝道師の派遣では 772 名の生徒が受講） 

また、福祉の仕事に関する情報を集約したサイトで情報

発信することで、情報を必要とする人に効率よく情報を発
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信できたと考える。 

その他  

 

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.4 介護分）】マッチング専門員配置事業 【総事業費】 

11,211 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容（当初計

画） 

事業所、求職者の個々の条件を調整する専任職員を配置し、

事業所訪問により得た情報をもとに、個々の求職者のニーズ

にあった職場を紹介するほか、ハローワークと連携した出張

相談・求職者向けセミナーや施設見学会の開催等を通じ、福

祉職への就業促進を図る。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

・求職者等への相談件数      200 件 

・情報収集のための求人事業所訪問 100 ヵ所 

・セミナー、施設見学会の参加者  400 人 

アウトプット指標（達

成値） 

・求職者等への相談件数      198 件 

・情報収集のための求人事業所訪問 119 ヵ所 

・セミナー、施設見学会の参加者  575 人 

【未達の原因等】 

新型コロナウイルス感染症の影響から一部未達。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加  

（１）事業の有効性 

 介護関係の求人倍率は、全産業より高い水準にあること

から、福祉人材センターに専門の職員を配置し、出張相談

等を行う本事業は、介護・福祉分野の雇用のミスマッチの

解消に有効である。 

（２）事業の効率性 

求職者が集まるハローワークや就職フェアの会場での出

張相談等を行うことにより、求職者に対する効率的な相談

事業を実施することができている。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.5（介護分）】介護・福祉の仕事就職面

談会事業 

【総事業費】 

8,422 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年に向け、求人側・求職

者側双方のニーズをとらえた面談の機会を確保するととも

に、学生の就職を支援することで、不足する介護職員を確保

していくことが非長である。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

①学生向け合同就職面談会の開催 

②転職者・潜在人材向け小規模求人求職面談会の定期開催 

③大学生等と福祉施設の若手職員との交流会の開催 

④福祉施設が採用ノウハウについて学ぶことのできるセミナ

ーの開催 

⑤学生等の U ターン就職を支援するための県外就職イベント

への参加 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

①参加者数 300 人 ②参加者数 100 人 ③参加者数 10

人 

④参加者数  30 人 ⑤参加県外イベント 2 件 

アウトプット指標 

（達成値） 

①  229 人 ② 131 人 ③ 7 人 ④ 15 人 ⑤ 2 件 

【未達成の原因等】 

①新型コロナウイル感染症の影響で、業務多忙によるセミナ

ーの当日キャンセルや学生数の減少による参加者の減少 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加  

（１）事業の有効性 

 学生向けには、主に就職を控えた学生が集まる時期に介

護・福祉分野の合同就職面談会を開催し、一方で、他分野

からの転職者や潜在人材を対象に小規模な求人求職面談会

を定期的に開催したことで、それぞれの事業所のニーズに

応じた職員採用の機会を提供するとともに、福祉の職場に

就職を希望する学生等に対して職場の内容や求人の職種、

勤務条件等を情報提供することにより、マッチングの機会

を提供することができた。 

（２）事業の効率性 

多くの事業所と求職者が一堂に会する就職面談会を実施

することで、マッチングの効率化が図られた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.6 （介護分）】介護未経験者参入促進事

業 

【総事業費】 

4,200 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

介護人材のすそ野の拡大に向けて、介護未経験者が参入しや

すいための制度的な支援・受け皿が必要 

アウトカム指標：研修修了者・面談会参加者のマッチング件

数 

事業の内容 

（当初計画） 

介護に関する入門的研修の実施 

 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

参加者数 120 名 

アウトプット指標 

（達成値） 

参加者数 125 名 

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：研修修了者のマッチ

ング件数 

（１）事業の有効性 

研修等の実施により、介護未経験者が介護に関する基本

的な知識・技術を学ぶことで、理解促進につながった。 

（２）事業の効率性 

石川県社会福祉協議会（福祉人材センター）に事業実施を

委託することで、研修修了後の就労支援、事業者向けセミ

ナー後の面談会にスムーズに移行することができた。 

その他  

 

  



   

50 
 

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.7（介護分）】外国人介護人材日本語能

力向上支援事業 

【総事業費】 

1,255 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

技能実習制度等を活用して、外国人介護人材を受け入れる施

設が増加するなか、介護現場ではコミュニケーションが重要

な役割を果たすことから、介護サービスの質の向上のため、

技能実習生等の日本語能力の向上が求められている。 
アウトカム指標：介護サービスの質の向上 

事業の内容 

（当初計画） 

技能実習生または１号特定技能外国人の受け入れ施設が行う

日本語学習支援に係る経費の一部を助成する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

補助金交付 ７２人 

アウトプット指標 

（達成値） 

補助金交付 ２２人 

【未達成の原因等】 

介護福祉士会などによる無料の日本語学習コンテンツが充実

したこと等によるもの 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：介護サービスの質の

向上 

（１）事業の有効性 

  外国人介護人材を受け入れる施設に対して、外国人介護

人材の日本語能力向上を支援することにより、従業員が働

きやすい職場環境づくりを推進し、もって定着促進の実現

が期待される。 

 

（２）事業の効率性 

  外国人介護人材のコミュニケーション能力の向上に努め

ることで、介護サービスの質向上につながる。 

 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.8（介護分）】外国人介護福祉士養成支

援事業 

【総事業費】 

2,121 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R1）→20.0 千人（R2）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

介護サービス事業者が行う日本語学校及び介護福祉士養成施

設の留学生に対して貸与又は給付する奨学金の一部を助成す

る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

補助金交付決定 14 事業者程度 

アウトプット指標 

（達成値） 

補助金交付決定 10 事業者 

【未達成の原因等】 

新型コロナウイルス感染症の影響で留学生の入国時期が未定

だったことが考えられる。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

  留学生に対し日本語学校在学中から奨学金の支援を行う

ことで、留学生の県外流出を防ぎ、県内就労を促進するこ

とに有効である。 

（２）事業の効率性 

  介護福祉士修学資金の対象外である経費のみを補助対象

経費とすることで、事業が効率的に実施された。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【NO.9（介護分）】介護福祉士修学資

金貸与事業費補助金（福祉系高校） 

【総事業費】 
1,890 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

 少子高齢化に加え、新型コロナウイルス感染症の感染防

止対策により介護人材不足が更に深刻化しているため、貸

付対象を福祉系高校にも拡充し、更なる介護人材の確保を

図る。 

アウトカム指標：介護職員の増加  

20.0 千人（R1）→20.0 千人（R2）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容（当初計

画） 

福祉系高校に在学する学生に対して返還債務免除条件付き

の修学資金の貸付を実施 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

貸与人数 60 名程度 

アウトプット指標（達

成値） 

貸与人数 7 名 
【未達成の原因等】 
新制度のため生徒にあまり勧められず、申請数が少なかっ

たと考えられる。 
事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加 

（１）事業の有効性 
介護福祉士の資格取得を目指す福祉系高校については、資

格取得後の介護職としての定着率が非常に高く、こうした

福祉系高校への支援を行うことにより、更なる介護分野の

人材確保・定着につながるため、若者の介護分野への参入

促進、福祉系高校の定員充足率の増加等に有効である。 

（２）事業の効率性 
介護福祉士養成施設向けの修学資金貸与事業等と合わせて

実施することで、事業の効率化が図れた。 
その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.10（介護分）】介護職就職支援金

貸与事業 

【総事業費】 
11,000 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様

化が見込まれる介護ニーズに対応するため、他業種で働い

ていた求職者等の参入を支援し、幅広い人材の介護分野へ

の参入を促進していくことが必要。 

アウトカム指標： 介護職員の増加 

事業の内容（当初計

画） 

介護分野への就職を目指す他業種で働いていた求職者等に

対し、就職の準備に充てることができる「就職支援金」を

貸し付けることで、幅広い人材の介護分野への参入を促進

する。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

貸与人数 １５０人 

アウトプット指標（達

成値） 

貸与人数 ６６人 

【未達成の原因等】 

事業開始時、ハローワークで職業訓練（介護）を修了した

人数の過去３年平均から目標値を算出したが、若干過大で

あるため、来年度から目標値を見直すこととしたい 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

 本事業により、他業種からの介護分野への就業者が増加

するとともに、就職準備への支援ができた。 

（２）事業の効率性 

 事業に係る周知を、ハローワーク等の窓口の他、介護職

員初任者研修事業者や介護事業者宛に周知を行うことで、

対象者へ効率的に事業の活用を促進した。 

 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO. 11（介護分）】介護未経験者採

用・定着促進事業 

【総事業費】 
8,371 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が

見込まれる介護ニーズに対応するため、他業種からの就業者な

ど介護未経験者をしっかりと育成し、介護職員として定着させ

ていくことが必要。 
アウトカム指標： 介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容（当初計

画） 

介護未経験かつ無資格者を採用し、育成計画に基づく、OJT 及び

Off-JT、定期的な面談の実施に加え、介護職員初任者研修等を

受講・修了させた事業者に対し、雇用経費・研修費の一部を補

助する。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

未経験者採用 ５０人 

アウトプット指標（達

成値） 

未経験者採用 ２２人 

【未達成の原因等】 

・各法人の雇用計画によるところが大きいため 

・ハローワークの職業訓練と競合するため 

（職業訓練での初任者研修等修了者は補助対象外とな

る） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

 比較的離職率が高いとされる介護未経験かつ無資格者に

対し、事業者が採用直後に人材育成や初任者研修受講等を

行うよう誘導することで、職員の早期離職防止・定着促進

を図ることができるため、当該補助の実施は有効である。 

（２）事業の効率性 

 「いしかわ魅力ある福祉職場」認定又は宣言事業者を対

象としており、未経験者を丁寧に育成する下地がある事業

者に職員育成を担ってもらうことができ、早期離職防止・

定着促進の効果的な取組となっている。 

その他  

 

 

  



   

55 
 

 
事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO. 12（介護分）】キャリアパス対応生涯

研修 

【総事業費】 

3,400 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県社会福祉協議会 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護サービスの質の向上 

事業の内容 

（当初計画） 

職員が自らのキャリアアップの道筋（キャリアパス）を描

き、それぞれのキャリアパスの段階に応じて共通に求められ

る能力を段階的・体系的に習得することを支援する研修を実

施 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修受講者 420 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修受講者 339 人 

【未達成の原因等】 

オンライン形式と集合型形式で研修を実施したが、オンライ

ンに対応できない事業所があったことや、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響による人手不足などにより、受講者数が減

少した。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：  

介護サービスの質の向上 

（１）事業の有効性 

  各事業所がキャリアパスの的確な運用を図る上で、当該

研修の実施は有効である。 

（２）事業の効率性 

  キャリアパスの段階に応じて、段階的・体系的な研修を

実施することで、各段階において必要な能力を効率的に修

得させることができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.13（介護分）】認知症介護サービス向上

推進事業 

【総事業費】 

100 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が

見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保及び

質の高いサービスを安定的に提供することが求められている。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

在宅認知症高齢者の多くが利用する通所介護事業所等を対象とし、介

護職員がサービス提供時に認知症について理解を深めるための研修を

実施 

 認知症介護サービス向上研修（集合研修） 

 全サービス向け研修の実施 

  

アウトプット指標 

（当初の目標値） 
認知症介護サービス向上研修（集合研修）  50 人×3回＝150 人 

アウトプット指標 

（達成値） 認知症介護サービス向上研修（集合研修）  109 人受講 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の資質向上 

（１）事業の有効性 

集合研修を 109 名が受講し、認知症ケアについて学んだ。

アンケート結果でも、約 85％の受講者が「認知症ケアについ

ての考え方に変化があった」と回答しており、介護従事者の

認知症対応力の強化、サービスの質の向上に寄与している。 

（２）事業の効率性 

  集合研修については、当初予定通りの 3 回実施した。e ラ

ーニングによる研修受講も可能となっており、効率的な事業

の運営ができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.14（介護分）】介護職員等によるたん

の吸引等の研修事業 

【総事業費】 
9,002 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ一部委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が見込

まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保及び質の高い

サービスを安定的に提供することが求められている。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

特別養護老人ホーム等の高齢者施設、障害者施設及び訪問介護事業

所等において、たんの吸引等の医療行為を行う介護職員等に対する

研修を実施。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

① 介護職員向け研修 
 ・第 1・2号研修（不特定多数の者対象）  75 人×年 2回＝150 人 

 ・第 3号研修（特定の者対象）      40 人×年 1回＝ 40 人 

② 医師・看護師等向け研修（指導者養成講習） 

 ・第 1・2号研修  25 人×年 1回＝ 25 人 

 ・第 3号研修    随時（DVD 学習） 

アウトプット指標 

（達成値） 

(1) 介護職員向け研修 

・第 1・2号研修(不特定多数の者対象)  48 人受講 

・第 3号研修(特定の者対象)  8 人受講 

(2) 医師・看護師等向け研修（指導者養成講習） 

・第 1・2号研修   25 人 

・第 3号研修     6 人 

【未達成の原因等】 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、介護職員向けの

基礎研修の受講定員を縮小。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：たんの吸引等医療的

ケアを行う介護職員の養成 

（１）事業の有効性 

  本事業により、たんの吸引等が実施可能な介護職員の登

録者数（認定特定行為業務従事者）が増加し、たんの吸引

等医療的ケアが必要な者が安全にケアを受けられる体制が

強化された。 

（２）事業の効率性 

  様々な研修を扱っている石川県社会福祉協議会に委託す

ることで、事業が効率的に実施された。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.15（介護分）】キャリアアップ支援事業 【総事業費】 

1,000 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県ホームヘルパー協議会 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標： 介護サービスの質の向上 

事業の内容 

（当初計画） 

離職率が高いホームヘルパー等に対し、サービス提供責任者

研修などキャリアアップするための研修を実施し、定着促進

を図る 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

受講者数：200 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

受講者数：196 人（※新型コロナウイルス感染症対策として、

オンライン形式により研修を実施） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

介護サービスの質の向上 

（１）事業の有効性 

  ホームヘルパー等のキャリアアップに係る専門的な知

識・技術に関する階層別研修の実施は、定着促進等に有効

である。 

（２）事業の効率性 

  ホームヘルパー協議会への補助を行うことで、効率的に

研修受講者を確保することができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.16（介護分）】実践介護技術出前講座

事業 

【総事業費】 

162 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

①実践介護技術出前講座 

人材育成が困難な小規模な介護事業所等に対し、介護福祉士

養成校の教員や優れた介護職員、認知症介護指導者養成研修

修了者を派遣し、介護に関する知識・技術等を指導すること

により、介護職員の資質向上を図る 

②介護の質の向上研修 

重度化防止・自立支援といった観点から、全国の参考にすべ

き取組を行っている事業所の職員等を本県へ招へいし、実際

の介護現場において具体的な取り組みを学ぶ実践的な研修を

実施 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

① 実施回数 25 回  
②研修実施施設１施設（周辺の参加施設 30 施設） 

アウトプット指標 

（達成値） 

①出前講座実施回数 7 回 

②研修実施施設数 1 施設（参加施設 40 施設） 

【未達成の原因等】 

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため一部中止。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の資質向上 

（１）事業の有効性 

  外部研修等を受講することが困難な小規模な介護事業所

に、出前講座という形式で講座を実施することは、職員の

資質の向上及び職員間の介護方法の確認及び統一を図るこ

とを促進する。 

（２）事業の効率性 

  事業所の希望の日時に合わせて、講師が出向いて講座を

実施することから、多くの介護職員が受講することがで

き、効率的な執行ができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.17（介護分）】介護支援専門員研修事

業 

【総事業費】 

728 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

介護支援専門員を養成するとともに、専門性の向上を図るた

め、段階に応じて必要な研修を体系的に実施 

 ①介護支援専門員実務研修 

 ②介護支援専門員専門研修 

 ③介護支援専門員更新研修 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

① 介護支援専門員実務研修   108 人 

② 介護支援専門員専門研修    92 人 

③ 介護支援専門員更新研修    380 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

受講者数 

(1) 介護支援専門員実務研修   84 人 

(2) 介護支援専門員専門研修   24 人 

(3) 介護支援専門員更新研修  443 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

質の高い介護支援専門員の増加 

（１）事業の有効性 

カリキュラムは研修科目、時間数、実施方法ともに全国

統一になっており質の担保が確保されている。 

（２）事業の効率性 

介護支援専門職としての専門的知識及び技術の向上が図

られた。 

その他  

  



   

61 
 

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【NO.18（介護分）】高齢者施設等感染

症対応力強化事業（専門家派遣） 

【総事業費】 
5,786 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を

図る。 

アウトカム指標：－ 

事業の内容（当初計

画） 

高齢者施設等に専門家を派遣し、現地で助言と指導を行う

ことにより、介護現場における感染予防の取り組みを支援

する。 
アウトプット指標（当

初の目標値） 

派遣実施施設数４８施設 

アウトプット指標（達

成値） 

派遣実施施設数５３施設 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：感染対策の実施に

よる介護職員の対応力向上と負担の軽減 

 

（１）事業の有効性 
新型コロナウイルス感染症の対応力向上により、介護職

員の確保と安定した介護サービス提供を支援する。 
 

（２）事業の効率性 
 各施設の課題等に対して現地を確認し職員の意見を反映

させた助言と指導を行うことができる。 
 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.19 介護分）】潜在介護人材再就業促進

事業 

【総事業費】 

10,129 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県、石川県社会福祉協議会 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

・離職介護福祉士等届出制度の登録者に対し、求人情報など

の提供、再就業への不安解消のための職場体験や準備講習を

実施 

・専門職員による個別の雇用条件の調整・マッチングなどに

より、潜在介護人材の再就業を促進 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

離職介護福祉士等届出制度 登録者数 2,200 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

登録者数：2,187 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

  潜在介護人材のデータベースを構築することにより、潜

在介護人材へ求人・イベント情報等を提供する仕組みが整

い、潜在介護人材の掘り起こし対策を進めることができる

ようになった。 

（２）事業の効率性 

  介護福祉士養成校やヘルパー研修事業者の協力により、

効率的に登録者を確保することができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.20（介護分）】認知症介護指導者養成研

修事業 

【総事業費】 

170 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（認知症介護研究・研修センターへ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

認知症介護実践研修等を充実させるため、県内の認知症介護

指導者を養成するための研修を実施 

・認知症介護指導者フォローアップ研修 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

・認知症介護指導者フォローアップ研修：1人 

アウトプット指標 

（達成値） 

・認知症介護指導者フォローアップ研修：0人 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標：介護職員の資質向上 

（１）事業の有効性 

  認知症介護指導者の増加・資質向上により介護職員の資

質向上につながると考えられる。 

（２）事業の効率性 

  専門機関である認知症介護研究・研修センターに委託す

ることで、事業が効率的に実施できた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.21（介護分）】認知症対応型サービス

研修事業 

【総事業費】 

786 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県（石川県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様

化が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の

確保及び質の高いサービスを安定的に提供することが求め

られている。 

アウトカム指標：介護職員の資質向上 

事業の内容 

（当初計画） 

事業所の適正な運営を確保し、サービスの質の向上を図る

ため、地域密着型サービス事業所の代表者及び管理者に事

業所を運営していく上で必要な知識・技術を習得させるた

めの研修を実施。 

 ①認知症対応型サービス事業開設者研修 

 ②認知症対応型サービス事業管理者研修 

 ③小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

①認知症対応型サービス事業開設者研修     20 人／年 1

回 

②認知症対応型サービス事業管理者研修     40 人／年 2

回 

③小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 20 人／年 2

回 

アウトプット指標 

（達成値） 

・認知症対応型サービス事業開設者研修：6人 

・認知症対応型サービス事業管理者研修：56 人 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修：29 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：介護職員の資質向

上 

（１）事業の有効性 

地域密着型サービス事業所の代表者及び管理者には研

修受講が義務付けられており、本研修を受けた者によっ

て事業所が適正に運営されている。 

（２）事業の効率性 

様々な研修を扱っている石川県社会福祉協議会に委託

することで、事業が効率的に実施された。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【NO.22（介護分）】チームオレンジ・

コーディネーター養成研修事業 

【総事業費】 
45 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

認知症の方が安心して暮らし続けられる地域づくりを図

る。 

アウトカム指標：全市町で「チームオレンジ」を整備

（2025 年） 

事業の内容（当初計

画） 

認知症サポーターが中心となり、認知症の人やその家族を

支援する「チームオレンジ」の仕組みについて、その立ち

上げやステップアップ講座の企画・開催、チーム運営に対

する助言などの役割を担う「コーディネーター」を養成す

る研修を実施する。 
アウトプット指標（当

初の目標値） 

チームオレンジ・コーディネーター研修の開催（1 回程

度） 
アウトプット指標（達

成値） 

チームオレンジ・コーディネーター研修の開催（1 回、56
名参加） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

チームオレンジ設置市町数：3／19 市町（R5.3 現在） 
※但し、いずれもコーディネーター研修テキストに記載の 3 要件は

満たさない「その他のチーム」 

（１）事業の有効性 
市町担当者等５６名が研修に参加し、チームオレンジにつ

いての講義や市町間の意見交換等を通じて、今後の自市町

におけるチームオレンジ立ち上げの方向性の参考となった

参加者が見られた。 
（２）事業の効率性 
規定のカリキュラムの内容だけでなく、他県の先進自治体

の発表や市町間の意見交換も組み入れることで、よりチー

ムオレンジのイメージを捉えやすい研修となるよう工夫し

ている。 
その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【【No.23（介護分）】福祉サービス総合研修

事業 

【総事業費】 
2,755 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県社会福祉協議会 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容（当初計

画） 

①施設の垣根を越えて新規採用職員が集まり、講演会や先輩

職員との交流による仲間づくりを目的とした合同入職式の開

催 

② 多職種、他分野との連携を視野に、様々な分野、職種が参 

加し、互いの業務内容や課題を学びあう研修等を実施 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

①参加者数 200 人 

②研修受講者数 30 人 

アウトプット指標（達

成値） 

② 参加者数 動画配信のため不明 

③ 研修受講者数 38 人 

【未達成の原因等】 

① 新型コロナウイルス感染症対策のため、合同入職式の開催

を動画配信に変更した。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の増加  

（１）事業の有効性 

 ①新規採用職員が先輩職員を交えて将来のキャリア展望等 

について話し合うことは、各事業所における新人育成の

た 

めの制度導入につながることが期待される。 

 ②多職種、他分野など関係者との協働や業務課題の解決方

法 

を学ぶことができるため、当該研修の実施は有効であ

る。 

（２）事業の効率性 

①就業後間もない新人職員に対する事業とすることで、早

期 

離職防止の効果的な取組となっている。 

②他職種・他分野と連携しながら仕事の価値観等を学ぶこ

と 

で、効率的に職場で活用できる「ものの見方・考え方」

を 
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養うことができた。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.24 介護分）】ＯＪＴ指導者養成研修事

業 

【総事業費】 

980 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県社会福祉協議会 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化

が見込まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保

及び質の高いサービスを安定的に提供することが求められて

いる。 

アウトカム指標：介護職員の増加 

20.0 千人（R2）→20.4 千人（R3）（→ 23 千人（R7 目標）） 

事業の内容 

（当初計画） 

プリセプター等、新人職員を指導する職員に対し、人材育成

の基礎などを学ぶ研修を実施 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修受講者数 72 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修受講者数：49 人 

【未達成の原因等】 

オンライン形式と集合型形式で研修を実施したが、オンライ

ンに対応できない事業所があったことや、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響による人手不足などにより、受講者数が減

少した。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 介護職員の増加 

（１）事業の有効性 

  新人職員を指導する職員に対して、効果的な職場研修の

仕組み・手順を修得する研修を行い、職員の早期離職防

止・定着促進を図ることができるため、当該研修の実施は

有効である。 

（２）事業の効率性 

  人材育成の意義や方向性、指導担当者として求められる

役割を学び、職場研修の仕組みや推進の手順を習得するこ

とで、早期離職防止・定着促進の効果的な取組となってい

る。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【NO.25（介護分）】高齢者施設等感染

症対応力強化事業（感染症ＢＣＰ研

修） 

【総事業費】 
638 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を

図る。 

アウトカム指標：－ 

事業の内容（当初計

画） 

感染症が発生した場合でも、利用者に対して安定したサー

ビス継続が求められることから、業務が継続できる体制づ

くりを学ぶ研修をオンラインで実施 
アウトプット指標（当

初の目標値） 

研修参加者数 200 人 

アウトプット指標（達

成値） 

研修参加者数 363 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：感染症 BCP 策定率

の向上 

（１）事業の有効性 
新型コロナウイルス感染症発生時の体制を整備すること

により、介護職員の確保と安定した介護サービス提供を支

援する。 
（２）事業の効率性 
研修場所をオンラインと現地会場を設置することによ

り、より多くの介護施設管理者が受講できる機会を確保し

た。 
その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.26（介護分）】ＩＣＴ・ＩoＴを活用し

た介護人材定着促進事業 

【総事業費】 

165 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4 月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が見込

まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保及び質の高い

サービスを安定的に提供することが求められている。 

アウトカム指標：介護職員の負担軽減 

事業の内容 

（当初計画） 

ICT・IoT 導入推進職員養成研修 

各事業所での ICT・IoT 機器導入を推進する旗振り役職員を養成す

るため、研修（機器の機能や活用方法等の解説、先進事業所職員に

よる導入事例の紹介等）を開催。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

・実施場所 
 オンライン開催 
・研修参加者 

事業所で機器導入の中心となる介護職員・事務職員１００人程度 
アウトプット指標 

（達成値） 

研修 2回実施、参加者数 103 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の負担軽減 

（１）事業の有効性 

  機器の円滑な導入方法、導入事例の紹介等をする研修を行

うことにより、参加者の導入意欲の醸成、導入障壁の減少に

つなげることができた。 

（２）事業の効率性 

  オンライン開催したことで、参加者の利便性も向上し、事

業が効率的に実施された。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.27（介護分）】ＩＣＴ・ＩoＴを活用し

た介護人材定着促進事業（介護ロボット導入

支援） 

【総事業費】 

35,480 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が見込

まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保及び質の高い

サービスを安定的に提供することが求められている。 

アウトカム指標：介護職員の負担軽減 

事業の内容 

（当初計画） 

介護施設での介護ロボットの導入にかかる経費の一部を補助

する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

補助金交付決定 10 事業所程度 

アウトプット指標 

（達成値） 

補助金交付決定 35 事業所 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の負担軽減 

（１）事業の有効性 

  各事業所の IoT 機器導入にかかる経費を一部補助するこ

とにより、事業所の IoT 機器導入促進に寄与し、介護職員

の負担軽減に繋がった。 

（２）事業の効率性 

  意欲のある事業所へ導入経費を一部補助することによ

り、 

 効率的に IoT 機器の導入促進に繋がった。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.28（介護分）】ＩＣＴ・ＩoＴを活用し

た介護人材定着促進事業（ＩＣＴ導入支援） 

【総事業費】 

59,314 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年までに、増加・多様化が見込

まれる介護ニーズに対応するため、介護従事者の確保及び質の高い

サービスを安定的に提供することが求められている。 

アウトカム指標：介護職員の負担軽減 

事業の内容 

（当初計画） 

介護施設での ICT 機器の導入にかかる経費の一部を補助する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

補助金交付決定 80 事業所程度 

アウトプット指標 

（達成値） 

補助金交付決定 100 事業所 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：介護職員の負担軽減 

（１）事業の有効性 

  各事業所の ICT 機器導入にかかる経費を一部補助するこ

とにより、事業所の ICT 機器導入促進に寄与し、介護職員

の負担軽減に繋がった。 

（２）事業の効率性 

  意欲のある事業所へ導入経費を一部補助することによ

り、 

 効率的に ICT 機器の導入促進に繋がった。 

その他  
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事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 
事業名 【NO.29（介護分）】クラスター発生時

応援職員相互派遣事業 

【総事業費】 
296,937 千円 

事業の対象となる区域 県内全域 

事業の実施主体 石川県 

事業の期間 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を

図る。 

アウトカム指標：－ 

事業の内容（当初計

画） 

新型コロナウイルス感染者等が発生した介護サービス事業

所・施設等の職場環境の復旧・改善を支援する。また、都

道府県において、緊急時に備えた応援体制を構築する。 
アウトプット指標（当

初の目標値） 

補助実施事業所・施設等数 １４事業所・施設等 

アウトプット指標（達

成値） 

補助実施事業所・施設等数 ２９１事業所・施設等 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：介護職員の負担軽

減 

（１）事業の有効性 

  新型コロナウイルス感染者等の発生に対応する施設等

に対しその経費を補助することで、施設等の負担が軽減

された。 

（２）事業の効率性 

  新型コロナウイルス感染者等の対応時に人手が足りな

い施設等が、自ら人材募集するのではなく、相互応援の

仕組みにより支援を受けることができた。 
その他  

 

 


